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英語進行形の意味論

長谷川存古

o.序

英語の進行形はその歴史的起源についても意味についても，文法学者の

あいだでもっとも意見の分れてきた問題の一つである。いまこの形式の歴

史的起源と発展という通時的問題はひとまずわき，意味にかんしでもそれ

は時間あるいは動作の相の表現形式として TenseあるいはAspectの範時

に属するとされるのがふつうであったが，とはいえ学者の聞ではその厳密

な意味はもとより名称自体も千差万別で、あった。また我が国の細江逸記氏

は，このように進行形を時間の表現形式としての TenseあるいはAspect

とする一切の説に異議を唱え， Tenseの意味は時間とは無関係なりとする

氏の論の一環として，進行形をも一切の時間乃至時間意識と無関係である

とする説によって通説に挑んだ ~11

筆者はこれらの論を通観しつつ，（それを逐一紹介批評することは限ら

れた紙数の中では不可能であるが，）進行形の意味について自分なりの一応

の見解にたどりついた。とはいえこれが言語的直観に欠ける外国人として

の根本的弱点、をその出発点において持っているのではないかということを

おそれざるをえない。

ト進行形の用法と意義素

「進行形の意味」について論を進めるにさいして，筆者はまず＼「それが

いかなる発話の中で発されたものであろうと，一つの形態が常にもつ共通

の意味」という意味での「意義素」の存在を仮定しておきたいと思う。本
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論で「進行形の意味」とよぶのはこれである。もとよりこのような考え方

はたとえば進行形についても早くは Sweetの時代からあったのであるが，

これを「進行形の意味・用法」に対して「意義素」として明確に規定した

ものとしては国広哲弥「日英両語テンスについての一考記）がある。もと

より本稿は服部四郎，国広哲弥両氏によって体系的に展開されている131「意

義素論」の全体系を全面的に踏襲し，その上で論を進めようとするもので

はない。ただ言語研究の最新の段階において この意義素に相当する考え

方がもはや否定されているかに見えるが，筆者はこの問題の究明は次の研

究段階にゆずり，当面の進行形の検討はなおこの意義素の存在を仮定し，

それの究明を最終目標とするという段階でこの論のまとめをおこなったの

である。

すなわち，進行形の用法としてはたとえば
141 

(1) He is reαding the paper at this moment. [F. R. Palmer] 

のように「現在における動作の進行を表わす」とされるばあいもあれば，

また

(2) I卸 αscontini川 islyfailing ill. [lb id.] 

のように過去においてしつこくくりかえされた状態を，かなりの感情を伴

つてのべる場合もあるのであるが，これらの多様な用法の中で，すべての

進行形が共通に表現するものはなにかを探ろうとするのが本論の試みであ

る。以下で「進行形の意味」と呼ぶのは，このような意味で「意義素」と

呼ばれるものである。

2.進行形の用法の分類

上述のようないみでの進行形の意味を明らかにするためには，まず種々

の進行形の用法を，なんらかのかたちで整理することからはじめなければ

ならない。そのさい，種々多様な進行形の用法を，まず第一に単一の基準

によってすべて分類し，さらに感情表現等の付加的な意味が伴うぱあいにも，
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それは単一の基準による分類に上乗せする形で分類することによって，は

じめて英語の進行形の全用法の総合的な把握が可能で、はないかと考えられ

る。

ではこの場合，これらの全用法を把握分類しうる単一の基準とは何であ

るかといえば，それは時閣であろう。とはいえそれは進行形をとる動詞の

指示する動作・状態と発話の時点との客観的な時間関係ではなく，話者の

意識に表象された時間でなければならない。しかしながら，進行形の場合

問題となるのは過去，現在，未来という Tenseによって表現される時間

意識ではなく，進行形の発話にあたって話者によって表象される時点の数

あるいは時間のハパであると考えられる。これを基準として進行形の種々

の用法を観察すると，次のような分類組織が得られる。

A：単一の時点のみが表象されている。（5)

B：くり返しおこる多数の時点が表象されている。

B1：一定の条件のもとで規則的に反復する多数の時点

B2：不規則に分布する多数の時点

Bs：一定の時間ワクの中での無数の点、が表象されている。161(7) 

以上のように分類された進行形の用法は，それぞ、れ形態によって規定さ

れた現在・過去・未来の三つの Tenseをとりうる。この場合未来進行形は

{ +be _ingと定義する。

以上の各分類項目に属する用法を例示すれば次のようになる。

④A 現在

(2) I’mmαking my voice as pleasant as I can. 

-Maugham: Our Betters 

④A一過去

これには進行形をとる動作が表象される時点、がワクとして明示されてい

る場合と明示されていない場合とがある。ワクが明示されているのは，（3)

のような場合である。
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(3) When I saw him, he ωαs running away [F. R. Palmer] 

これにたいして（4）の場合はどうであろうか。

(4) They 卸ereeating batter pudding and jam, when the boy 

jumped off his chair and stood perfectly st ill. 

-Lawrence: Sons and Lovers 

このばあい“when・・・…”の clauseはワクを設定する機能をもってはいな

い。しかしこのばあいの基準点が形態によって明示的に示されていないとは

いえ，それが， when-clauseによって示される食べる動作の中断の時点と

結果的にさしてへだたっていないこともまた事実である。（4）において im-

plicitな基準点は，子供が食べるのをやめて立ち上る直前にあると見られ

る。“Theywere eating batter pudding and jam，.＇’は中断される直前

の時点での菓子をしばし黙々と食べている状況を描写しており， commaが

わずかの時間の推移を表現したのち，“whenthe boy jumped off・・・…” 

が次の時点での食べる動作の中断と子供のあわただしい動作を叙述する。

また，時点がまったく表現されていない過去進行形も少なくない。次の

ような場合である。

(5）…・・・How cold and slimy the water had been. A fellow 

had once seen a big rat jump into the scum. Mother 

ωαs sitting at the fire with Dante waiting for Brigid to 

bring in the tea. She had her feet on the fender and 

her jewelly slippers were so hot and they had such a 

lovely warm smell!…・

-Joyce: A Portrait of the Artist as a Young M仰

これは主人公の意識の流れを描写した行文であって，“Motherwas 

sitting at the fire・・・…”は場面の突如の変更を示す最初の文であり，そ

の時点はなんら contextに示されているはずもない。

①A一未来

(6) Tomorrow we shαll be seeing him off to France. [Onions] 
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④B1 

(7) He’sαl初 αysreαding at meαls. [F. R. Palmer] 

(8) The poor dear is trying to propose to me every time 

he sees me and I’m doing all I can to prevent him. 

-Maugham: op. cit. 

(9) I wαs seeing him every dαy. [F. R. Palmer] 

④B2 

(10) She’s alwαys breαking things. [lb此］

(11) I wαs continuαlly fαlli時 ill. [Ibid.] 

④Ba 

And αll the time she was thinking how to make the most 

of what she had, for the children's sakes. 

5 

-Lawrence: op. cit. 

(12）は一見（10),(11）と同様の時間意識，すなわち不規則にくり返す多数の時

点を表象しつつ発話されているかのようであるが，しかし，（10),(11）と（12）の

あいだには明確な時間意識の差があると考えるべきであろう。（10),(11）の

‘always，，‘continually，等の副詞は，いうまでもなく literal な意味では

なく，いずれもこれらの動作・状態が不規則的にではあるが執劫にくりか

えされるごとを，t 反挽・嫌悪等の感情をこめて表現している。それに対し

て（12）の‘allthe time，は，もちろん彼女のここで述べられているような思

考の中断はあるにせよ（この進行形はこの思考がconsciouseffort によ

ってなされていることを示している）その中断は（10）はもとより（11）ともまっ

たく性質の巽るものであって，この場合の‘allthe time，は（10),(11）の

‘always，，‘continually，とはまったく対照的に Iiteral な意味と解してよ

い。すなわち，（12）で表象されている時間は， B2の場合のような不規則にく

りかえされる時点ではなく，一定期間にわたって間断なく連続する時間で

ある。とはいえこの場合に表象される時間と，単品邸邑去形が使用される場
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合に表象される時間との聞にはなんらかの差違があるともみられる。しか

じごの問題はいずれにせよA群に分類された進行形の基礎的な用法の検討

ののちに，はむめて考察されるべきものであろう。

3.進行形の意味

前章での進行形の各用法の，単一の基準による分類にもとづいて，第1

章「進行形の用法と意義素」でのべられたような意味での進行形の意味の

考察に進むわけであるが，，この場合その意味決定の最も有力な根拠となる

のは，進行形と単純形との対比である。そしてまず前章での分類によるA

群に属する進行形の基礎的な用法を検討することによって進行形の意味を

一応設定し，それがB群に属する用法にたいしでも有効で、あるか否かを検

討するという順序をふみたい。

したがってまず、単一の時点のみを表象するA群に属する進行形を，それ

に対応する単純形と対比することが必要になる。

3 .1.一般に完結動調の単純現在形は現在（拡大された現在）の習慣を叙

述する用法がもっとも多いのではあるが，しかし， A群の現在進行形と同

様に，現在という一時点を表象して発話される場合ももちろん存在する。

このような用法はつぎのようなばあいに見られる。

( i) (13) Here he comes. [Onions] 

(ij) ( i）をさらに典型化したものとして，アナウンサーによる実況放送が

ある。

(1心．・….and he pαsses the ball to Smith, and Smith scores! 

〔F.R. Palmer] 

(ii[;) みずから実演しつつその自分の動作を観客に確認させるための発

言舌

(15) I place the rabbit in the box and close the lid. 〔Ibid.]

(iV）動作の叙述ではなく，その発話自体が行為をなすもの
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(9) 

同 Inαme this ship the Queen Elizabeth. [J. L. Austin] 

(i/）動作の様態に興味の焦点がある場合，現在進行中の動作も単純形と

なる。

(1司 Hewalked all the morning. Look at the way he walks 

now. [F. R. Palmer] 

いまわれわれは進行形の意味を明らかにすることを目的として，現在進

行形と対応する単純現在形，すなわち現在進行中の動作が進行形でなく単

純形によって叙述される（Performative Utterenceの場合は特例である

が）ばあいを検討しているのであって，したがって非完結動詞の単純現在

形は当面は問題とはなっていない。

なお単純現在形には上述のような用法のほかに

(18) John enters through the window. [F. R. Palmer] 

のような「ト書き」と

(19) Principal Talks 〔毛利可信〕仰

のような見出しがある。このうちとくに（18）はその動作に対する関係の点で

さきにあげた単純現在形の用法のなかの(jト（iV）と関連性があると考えられ

るが，しかし， ト書きと見出しは現在として表象された時間における動作

・状態とは関係なく， timelessなものをただもっとも neutralなTense

としての単純現在形の形をかりで述べているにすぎないものであるから，

現在進行形との対比という観点からの単純現在形の用法からは除いたので

ある。

ところで現在進行形によって示される現在進行中の動作を，当の現在進

行形および単純現在形はそれぞれどのようにとらえているのであろうか。

これはとりもなおさず本論の目標とする問題であるが，まずとりあえずタ

テ軸を空間，ヨコ軸を時間とした2次元の座標面を設け，そこに完結動詞

の示す一個の運動をグラフで示すとグラフ 1のようになる。

ここで（1札（14),(15), (17）に例示されたような用法においてこれらの単純形は


























